
 １９９５年１月１７日、朝の事だったろうか？ 

北海道で活動する身としては、申し訳ないが遠くの出来

事。そして、２０１１年３月１１日東日本大震災。今で

は、毎年の様に日本のあちこちが災害に見舞われ、少な

からず影響を受ける様にもなり他人事ではなくなってき

ている。特にＪＲ貨物の物流がストップしたり停電にな

ったりするのは、間接的でも生活に応えます。 

６日： 小寒 ：  

１１日： 満月 旧１２月１７日 

 １７日： 阪神淡路大震災（防災とボランティアの日） 

 ２０日： 大寒 

 ２５日： 新月 旧正月１日 

 １２月１１日、久し振りに訪れた栃ノ木は、雪に覆わ

れる事無く、晩秋の装い。例年では、５日前後には、根

雪の状態になっている。今年の冬は、１５日に降った雪

が薄らと畑を覆い雪の無い所が多く見受けられる。 

今年の晩秋の気候を春と勘違いして？生育していた山野

草が多かった中、樹皮がひび割れ剥げた栃ノ木は、この

気候状況をどう感じているのだろうか？ 

 北海道農業の主要作物の一つビート。１０月中旬より

美幌町内にある日本甜菜製糖㈱で始まったビートの製

糖作業。それに伴いビートの集荷作業も始まったが、ビ

ートの作付け面積や地域によって集荷の回数とか、集荷

の時期が替わり、生産者に集荷の不公平感が無い様に集

荷調整がされています。今回、私の地区は最終の集荷に

なり、ビートの山に掛けたシートの処理は積雪で苦労す

る予定でしたが、集荷日の２１・２２日頃でも積雪が殆

ど無く作業が楽に済みました。２８０トンのビートを大

型ダンプに積込み作業する向こう側に斜里岳が見えてい

ますが、山全体が真っ白になっていません。しかも、写

真手前には、緑の秋播き小麦が見えています。それ程に

雪が少ないのです。 

 昨年からビートの遊離土（土を含むビートの屑）を植

物質堆肥として別管理していますが、収穫後のアスパラ

畑に散布して使用しました。今回、ビートの出荷で戻っ

てきた遊離土は、前回同様にアスパラ畑の傍に集積して

堆肥化を始めました。 
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２０１９年作物 の 出荷量       

２０１９年 １月号 
１２月２４日、サンタさんがトナカイの橇が滑らなく

て困っているだろうと囁かれている程に雪が少ない。 

この冬は、土中のシバレを深くするために雪踏みを予

定していますが、まだまだ雪が表面を浅く覆ているだけ

なので雪踏みの必要は無さそうです。 

芋の連作を永年続けていると、芋を収穫した時に予定

以外の品種の芋が収穫されてきます。当農場では、見分

けの簡単な品種を作付けして個選箱詰めをしているので、他品種が混ざって来ても選別が出来ます。 

それでも、無駄な作業は極力しない方が良いので、雪踏みで野良芋を退治しようという考えです。 

【 きたあかり 出荷量 経年変化 】 

 

今年は、例年より

１０日程早くに芋の

播種作業を行いまし

た。 

畑の近くに李の木が

あるのですが、今ま

では李の白い花が満

開の時期に芋を播種

していましたが、今

年は、開花前でした。 

 李の花が満開の頃、

黒大豆の播種を行い

パオパオシートを掛

けて大豆のハト害を

防ぎました。  

新作物としてビーツを導入し次期は苗立てをしっかりして面積を増やす予定です。 



～ 暦 と 気 象 ～   ２０２０年 １月号 

 昨年は、雪融けが４月６日。その後雪が降っても直ぐに融け４月１９日から２３日で、一般のジ

ャガイモの植付けを行いました。ビートの移植は４月２８日から始まり連休中に移植完了。続けて

自然の芋の播種を５月６日から８日で完了しました。例年に無く順調な播き付け作業でした。雨が

少し降っても全体的に旱魃気味ですぐに乾いて作業が出来る状態になったことが作業を早めてく

れた様です。ところが、５月２０日から２２日に強風による砂嵐が吹き荒れました。当農場は、被

害を免れましたが、近隣町内外で多くの被害が発生しました。近年、労働力の減少でビートを直播

といって直接畑に種を播く作業形態に変えている人が被害に遭いやすくなっています。今回はビー

トのみならず、芋に盛り上げた土が強風で飛ばされてしまう被害もありました。当農場では、スプ

レーヤーという農薬散布機で水だけを入れて５月１６日から少しでもビーツやビートに散水を行

い、旱魃を凌いでいましたが、強風の後は特に散水に力を入れていました。 

今年の作柄はどの作物も良好な状況でしたが、出来過ぎたばかりに値段が安いという問題も付き

まとっています。 

暦 と 気象 に関する俚諺の一つに次の様なものがあります。 

皆さんもちょっと心に留めて今年１年の気象、古人の思いを推測してみませんか？ 

   目に見えない大切な事にこころを向けて見ませんか？ 

 

☆ 雨量 と 地下水 

雨量  ⇒  旧正月元日から最初の未の日までの日数でその年の雨量を予知 

   元日 が 未 ⇒ １合水 旱魃   ２０２０年令和２年庚子 

   三日目が 未 ⇒ ３合水 旱魃   旧正月 １月２５日  

   十日目が 未 ⇒ １升水 大水  最初の未 １月２９日  ４日目 

地下水 ⇒  正月元日 から最初の未の日の日数   最初の未 １月 ５日  ４日目 

                          雨量     ４ 

                          ――― ＝ ――― ⇒ 少ない 

                          地下水    ４ 

☆ 旧正月 と 立春 

２０２０年    立春より早い ⇒ 春が早い 秋が短い 

   旧正月 １月２５日  ⇒ 立春と同じ頃 ⇒ 平年並み 

   立春  ２月 ４日    立春より遅い ⇒ 春遅い 秋が長い 夏短い 

 

☆ 豊作 

・小寒の日（１月６日） 少し雨が降る ⇒ 麦 豊作 

・小寒の日（寒の入り） 雪降るは   ⇒ 豊作 

・寒中に雷鳴             ⇒ 豊作 

・寒中にしばしば雨降る        ⇒ 春 豊作 

・旱魃 に 凶作なし 

・旧暦閏年に 凶作なし    （２０１７年は閏５月で５月が二回あり閏年） 

☆ 凶作 

・日蝕 ある年は  ⇒  凶作多い 

・月食 ある年は  ⇒  蔓作凶作 


